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HOME > 港区探訪 > No.1を訪ねて 第3回 とらや 東京ミッドタウン店

世界一世界一世界一世界一、、、、日本一日本一日本一日本一、、、、世界初世界初世界初世界初などなどなどなど、、、、 「「「「No.1」」」」とととと認認認認められためられためられためられた実実実実績績績績があるがあるがあるがある、、、、 

港港港港区区区区でででで働働働働くくくく人物人物人物人物やややや場所場所場所場所をををを紹介紹介紹介紹介していますしていますしていますしています。。。。 

第第第第3回回回回はははは、、、、和和和和菓菓菓菓子子子子のののの老老老老舗舗舗舗「「「「とらやとらやとらやとらや（（（（虎屋虎屋虎屋虎屋）」。）」。）」。）」。  

日本日本日本日本パッケージデザインパッケージデザインパッケージデザインパッケージデザイン大賞大賞大賞大賞2009にににに輝輝輝輝いたいたいたいた 

「「「「とらやとらやとらやとらや 東京東京東京東京ミッドタウンミッドタウンミッドタウンミッドタウン店店店店」」」」をををを訪訪訪訪ねねねね、、、、 伝伝伝伝統統統統とととと革新革新革新革新についてについてについてについて伺伺伺伺いましたいましたいましたいました。。。。

 

480年年年年のののの歴歴歴歴史史史史をををを持持持持つつつつ和和和和菓菓菓菓子店子店子店子店「「「「とらやとらやとらやとらや（（（（虎屋虎屋虎屋虎屋）」）」）」）」のののの伝伝伝伝統統統統とこれまでのとこれまでのとこれまでのとこれまでの歩歩歩歩みみみみ。。。。

羊羹や季節の甘味をはじめ、「とらや（虎屋）」の和菓子は日
本人なら誰もが知っている、日本を代表する銘菓です。 
この虎屋の歴史は室町時代の京都から始まります。古文書に
は、豊臣秀吉と親交の深かった後陽成（ごようぜい）天皇にお
菓子を納めていたという記録が残っています。 
明治天皇の東京遷都に伴い、虎屋が東京に進出したのは、
明治2年のこと。明治12年には赤坂御用地に近い現在の港区
赤坂に本店を移転しました。

老老老老舗舗舗舗虎屋虎屋虎屋虎屋のののの新新新新たなたなたなたな展開展開展開展開をををを支支支支えたえたえたえた、、、、若若若若ききききリーダーリーダーリーダーリーダーののののチャレンジチャレンジチャレンジチャレンジ。。。。

2002年ごろ、港区赤坂の防衛庁跡地に「ジャパン・バリュー（新しい日本の価値、感性、才能）の発信」をテーマとした複合施
設を造る計画が発足します。 
国内外問わず多くの人が訪れる、現在の東京ミッドタウンの開発プロジェクトです。 
テーマに込められた想いに賛同した虎屋は、和菓子にとどまらず、和の文化を発信する役割を担った新たな形式の店舗の
出店を決めました。 



 
日本パッケージデザイン大賞2009で大賞を受賞。

下は店内の商品を自由に詰め合わせできるギフト

ボックスです。

そして、2007年に、従来の和菓子の販売と喫茶に加え、“和の文化”を発信する
ギャラリーとセレクトショップを併設した、「とらや 東京ミッドタウン店」がオープン
しました。

「とらや 東京ミッドタウン店」の店作りを担当したのは、当時25歳だった営業企
画課の寺田悠生（ゆう）さん。 
「和菓子屋のとらやとしてだけでなく、和菓子以外にも“和の文化”を発信してい
くという新しい計画にぜひ参加したいと思いました。また、同年代の方々にとら
やの良さをもっと知って欲しいと思っていたのです」と当時を振り返ります。

老舗の和菓子屋というと敷居が高いなど、固定されたイメージがあります。しか
し、「今までのとらやに囚われず、違ったのれんをかけるくらいの想いで店作りをしなさい」とアドバイスしたのは社長の黒川
光博氏でした。 
伝統を守るだけではなく、新しいことを取り入れながら、時代に合わせて変化させていくことも大切にしている黒川氏。その言
葉通り、斬新な店舗作りが進んでいきました。

「「「「とらやとらやとらやとらや」」」」のののの新新新新しいしいしいしい形形形形がががが日本日本日本日本パッケージデザインパッケージデザインパッケージデザインパッケージデザイン大賞大賞大賞大賞をををを受賞受賞受賞受賞。。。。

従来の「とらや」といえば、赤坂本店の軒先にもある、大きな力強い文字で「と
らや」と書かれたのれんや、黒地に金の虎が描かれた手提げ袋が有名です。 
しかし、新しい店舗は「とらや」の定番を覆すようなデザインでスタートしました。

建築家やデザイナーたちと想いをひとつにして完成した「とらや 東京ミッドタウ
ン店」は白を基調としたモダンな作り。 
のれんには家紋のような鐶虎（かんとら）が入りました。このデザインは「とらや 
東京ミッドタウン店」限定のギフトボックスや専用手提げ袋にも生かされまし
た。 
そして、このパッケージ一式が2009年の日本パッケージデザイン大賞を受賞し
たのです。

新しいデザインのパッケージをお客様が受け入れてくれるか、不安な気持ちも
あったという寺田さん。 
「こういった賞をいただくことで、やってきたことは間違いではなかったと思えま
した。シンプルな中にとらやの伝統と新しさ、モダンさが表現されている点が受
賞に繋がったと伺っており、大変うれしいです。共に作り上げてきた方々にも感
謝しています」と語ります。

これからも、同じ港区にある赤坂本店とともに、“おいしい和菓子を喜んで召し上がって頂く”という理念のもと、和菓子を基点
に日本文化の素晴らしさを伝えていきたいという「とらや 東京ミッドタウン店」。 
今後の展開にもぜひご注目ください。

「「「「とらやとらやとらやとらや 東京東京東京東京ミッドタウンミッドタウンミッドタウンミッドタウン店店店店」」」」をををを知知知知るるるる3つのつのつのつのポイントポイントポイントポイント

［［［［1］］］］デザインデザインデザインデザインをををを手手手手がけたがけたがけたがけた巨匠巨匠巨匠巨匠たちたちたちたち

新しい「とらや」を作るために、虎屋とタッグを組んだのは2人の巨匠でした。 
全体のイメージ、ディスプレー、パッケージなどはクリエイティブディレクターの葛西薫氏、店舗設計は建築家の内藤廣氏が
手がけました。 
新しい「とらや」を予感させるデザインは、日本を代表する巨匠たちによって作り出されたのです。

［［［［2］］］］和和和和のののの文化文化文化文化をををを発発発発信信信信するするするするギャラリーギャラリーギャラリーギャラリー

店内のギャラリーでは企画展を開催し、日本の文化を発信しています。伝統の素晴らしさだけでなく、新しい感性を取り入れ
たクリエイティブな作品なども展示。 
期間中の前半と後半で、展示コンセプトが変わるので、訪れるたびに新たな発見があります。

「「「「和和和和菓菓菓菓子子子子をををを聴聴聴聴くくくく展展展展」」」」 
菓銘とその響きに宿る世界をご紹介します。 
また、菓銘からイメージする「和菓子の音楽」を聴くなど、和菓子の新たな楽しみ方を
ご提案します。

前半： 菓銘の響きに宿る世界  6月14日（火）～7月19日（火）  
後半： 和菓子の音楽  7月20日（水）～9月13日（火） 
11：00～21：00 ※7月19日のみ15：00まで



 
（左）店内はモダンな雰囲気。 

（右）元禄時代の菓子の絵図を元にデザインされた「豆皿 

元禄」。

 

［［［［3］］］］和和和和にににに親親親親しむしむしむしむ4つのつのつのつのコーナーコーナーコーナーコーナー!

「とらや 東京ミッドタウン店」には、和菓子の販売、虎屋菓寮（喫茶）、ギ
ャラリー、和小物のセレクトショップという4つのコーナーがあります。 
ギャラリーで展示を楽しむ（＝知る）、喫茶で和菓子や器を味わう（＝体
験する）、和菓子をはじめ、喫茶で使用している器や厳選された和小物
を購入する（＝持ち帰る）、と1つの店舗でいろいろな楽しみ方ができま
す。

 

もうひとつのとらやもうひとつのとらやもうひとつのとらやもうひとつのとらや「「「「TORAYA CAFÉ 青青青青山店山店山店山店」」」」

とらや自慢のあんを手軽に味わって欲しいと8年前に誕生した「TORAYA CAFÉ」。 
今年の6月、「TORAYA CAFÉ」第3号店が青山ツインタワーにオープンしました。 
他の店舗にはないモーニングメニューを用意し、朝8時から開店。500円からのセットメニューもありますので、とらやのあんを
さまざまな形で楽しんでいただけます。

 

◆◆◆◆TORAYA CAFÉ    青青青青山店山店山店山店

港区南青山1-1-1 新青山ビル西館B1F 
TEL. 03-5414-0141

●営業時間（日・祝・年末年始定休） 
[平日] 8:00～20:00（19:30 L.O.） 
[土] 11:00～18:00（17:30 L.O.） 

とらやとらやとらやとらや 東京東京東京東京ミッドタウンミッドタウンミッドタウンミッドタウン店店店店

港区赤坂9-7-4 東京ミッドタウン ガレリアB1F 
都営地下鉄・東京メトロ 六本木駅直通、乃木坂駅より徒歩3分 
TEL. 03-5413-3541   
HP http://www.toraya-group.co.jp/

●営業時間 （年中無休） 
11:00～21:00（喫茶20:30 L.O.）

▲このページのトップへ

｜個人情報保護について [PDF]｜

 
(公益財団法人 港区スポーツふれあい文化健康財団) 

港区赤坂4-18-13赤坂コミュニティーぷらざ 



電話：03-5770-6837/Fax：03-5770-6884 

お問い合わせ：fureai-info@kissport.or.jp

このホームページはKissポート財団の公式ホームページです。このホームページのすべての権利は当財団に帰属します。 

当財団の許可なく複製、転載は出来ません。


